
陸側遮水壁の状況（第二段階）

○陸側遮水壁は凍結それ自体を目的としたものではなく、建屋
への地下水の流入を抑制し、汚染水の発生を抑制するための
対策である。

○第一段階に引き続き、第二段階において山側の未凍結箇所の
一部を閉合することで、建屋周辺への地下水の流入量を減ら
すことができ、汚染水の発生を抑制することができる。

○第二段階を通じて、陸側遮水壁の効果発現状況を陸側遮水壁
内外の地下水位差およびサブドレン・ウェルポイント・地下
水ドレンの汲み上げ量等により確認していく。

○５月22日から，北側と南側で凍土が十分に造成された箇所の
成長を制御することを目的として，ブライン循環の停止・
再循環を繰り返す維持管理運転を始めた。

＜ 参 考 資 料 ＞
2 0 1 7 年 6 月 8 日
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社



地下水位・水頭状況（中粒砂岩層① 海側）

1・地下水位は6/6 9:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（中粒砂岩層② 山側）

・地下水位は6/6 9:00時点のデータ
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地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭① 海側）

3・地下水位は6/6 9:00時点のデータ



地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭② 山側）

・地下水位は6/6 9:00時点のデータ
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【参考】地下水位観測井位置図
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地中温度経時変化
注1）中粒砂岩層の平均地中温度（青線）：

地表～GL－2mと第1泥質部境界付近を除く1mピッチで計測されている測温管温度の平均値
注2）互層部の平均地中温度（赤線） ：

互層部上下の層境界付近を除く，1mピッチで計測されている測温管温度の平均値

※：④～⑦および北側、西側①、西側②については、中継器交換に伴うデータ検証のため、一部データを除いています。

6/6 7:00時点のデータ

維持管理運転に伴う上昇

維持管理運転に伴う上昇

維持管理運転に伴う上昇

維持管理運転に伴う上昇

維持管理運転に伴う上昇
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【参考】地中温度分布図（１号機北側）

（温度は6/6 7:00時点のデータ）



（温度は6/6 7:00時点のデータ）
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【参考】地中温度分布図（１・２号機西側）



（温度は6/6 7:00時点のデータ）
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【参考】地中温度分布図（３・４号機西側）
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【参考】地中温度分布図（４号機南側）

（温度は6/6 7:00時点のデータ）
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【参考】地中温度分布図（３・４号機東側）

（温度は6/6 7:00時点のデータ）
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【参考】地中温度分布図（１・２号機東側）

（温度は6/6 7:00時点のデータ）


